
和歌山県立文書館「授業で使える和歌山の資料」 【解説シート：将軍継嗣問題・桜田門外の変】 

日本史探究：情報は人々にどのようにして伝わり、どのように受け取られ、どのような影響を与える？ 

 

 
 

 

七
月
三
日 

宰
相
様
が
御
養
君
(
将
軍
継
嗣
)
と
な

ら
れ
た
お
祝
い
が
、
御
三
家
を
は
じ
め

大
名
な
ど
が
す
べ
て
江
戸
城
に
登
り
、

首
尾
よ
く
済
ん
だ
。 

 
 

 

同
五
日 

尾
張
様
(
尾
張
藩
主
徳
川
慶
勝
)、
水
戸

前
中
納
言
様(
水
戸
前
藩
主
徳
川
斉
昭
)

は
御
隠
居
と
な
り
、
尾
張
様
は
外
山
の

御
屋
敷
(
尾
張
藩
邸
)
へ
蟄
居
し
急
度

慎
と
な
る
。
水
戸
中
納
言
様
は
駒
込
の

御
屋
敷
(
水
戸
藩
邸
)
で
右
に
同
じ
。 

松
平
越
中
守
殿(
越
前
藩
主
松
平
慶
永
)

も
右
に
同
じ
。同
家
は
松
平
日
向
守(
松

平
茂
昭
)
が
相
続
(
と
す
る
)。 

一
橋
様
は
生
涯
江
戸
城
へ
の
立
ち
入
り

を
差
し
止
め
と
な
り
、
住
居
の
門
や
窓

の
全
て
に
釘
付
け
と
な
る
。 

御
匙
医
で
あ
る
岡
良
元
は
解
任
の
う

え
、
捕
ら
え
て
家
財
を
封
印
と
な
る
。 

御
側
衆 

石
川
土
佐
守
(
石
川
政
平
)
は
、 (
御
側

衆
を
解
任
さ
れ
)
寄
合
に
お
お
せ
つ
け

ら
れ
た
。 前

代
未
聞
の
珍
事 

今
月
三
日
、
上
巳
の
節
句
祝
儀
の
ご
登
城

が
あ
り
、
午
前
九
時
前
頃
、
大
雪
が
降
ỵ

て
い
る
最
中
、
伊
井
掃
部
頭
様
が
ご
登
城

の
と
き
、
桜
田
門
外
松
平
市
正
様
の
お
屋

敷
辺
り
の
道
の
両
側
に
侍
風
の
者
三
人

ず
つ
地
面
に
座
ỵ
て
ひ
れ
伏
し
て
い
た
。

駕
籠
が
近
く
に
き
た
と
き
、
に
わ
か
に
起

き
立
ỵ
て
、
手
槍
を
も
ỵ
て
駕
籠
へ
突
入

し
、
駕
籠
の
脇
に
い
た
者
た
ち
は
驚
い
た

が
、
大
雪
の
た
め
、
か
ỵ
ぱ
等
を
着
用
し

て
い
て
刀
等
を
抜
け
ず
に
い
た
と
こ
ろ

へ
、
見
物
人
の
中
か
ら
十
人
余
り
が
刀
を

抜
き
お
供
の
侍
衆
へ
切
り
込
み
、
多
人
数

が
死
亡
し
、
怪
我
を
負
ỵ
た
。
襲
撃
し
た

の
は
水
戸
家
の
侍
ど
も
で
あ
り
、
都
合
十

七
人
、
名
を
左
に
記
す
。 


